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高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

西

谷

正

は
じ
め
に

考
古
学
が
物
質
資
料
に
よ
っ
て
歴
史
構
成
を
行
う
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
文
献
史
料
が
豊
富
に
あ
る
中
・
近
世
も
研
究
対
象
に
な

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
日
本
考
古
学
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ
中
・
近
世
考
古
学
に
関
し
て
、
め
ざ
ま
し
い

発
掘
調
査
や
重
要
な
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
筆
者
は
、
そ
の
よ
う
な
学
界
状
況
に
鑑
み
て
、
朝
鮮
半
島
の
中
・
近
世
考
古
学
の

研
究
に
着
手
し
て
久
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
は
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
い
ら
い
、
九
州
大
学
文
学
部
の
考
古
学
講
義
に
お

い
て
、
体
系
的
に
取
り
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
、
講
義
内
容
の
一
部
を
公
け
に
し
、
こ
ん
ご
の
研
究
の
展
開
の

基
礎
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
中
世
・
高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
を
取
り
扱
っ
た
が
、
次
回
は
、
近
世
・
李
朝
考
古
学
を

取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

さ
て
、
統
一
新
羅
時
代
末
期
の
動
乱
期
に
、
朝
鮮
半
島
の
中
西
部
に
当
る
松
獄
郡
、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
開
城
の
豪
族
・
王
建
（
太

祖
）
は
、
泰
封
の
王
で
あ
っ
た
弓
育
を
追
い
出
し
て
王
位
に
登
り
、
国
号
を
高
麗
と
し
た
。
そ
れ
は
、
西
暦
九
一
八
年
の
こ
と
で
あ

る
。
王
建
は
、
首
都
を
開
城
に
定
め
た
後
、
九
三
五
（
太
祖
一
八
）
年
に
は
新
羅
を
平
和
的
に
併
合
し
、
さ
ら
に
翌
年
に
後
百
済
を
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一
二
四

滅
ぼ
し
て
全
国
を
統
一
し
た
。
太
祖
は
、
北
方
を
開
拓
し
て
、
内
政
に
力
を
尽
す
と
と
も
に
、
仏
教
を
保
護
し
、
そ
し
て
、
古
く
か

ら
の
貴
族
と
土
豪
を
抱
き
込
ん
で
統
治
体
制
を
整
備
し
た
。
景
宗
・
成
宗
代
に
お
け
る
国
家
の
基
盤
整
備
を
経
て
、
第
二
代
文
宗

に
至
る
と
、
田
制
・
官
制
・
兵
制
な
ど
あ
ら
ゆ
る
制
度
が
細
部
に
わ
た
っ
て
完
備
し
、
中
央
集
権
的
国
家
体
制
が
完
成
し
た
。
こ
こ

に
国
運
が
隆
盛
し
、
文
化
の
発
達
も
目
を
見
は
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
武
臣
た
ち
が
台
頭
し
、
ま
た
、
か
れ
ら
の
間
で
権

力
闘
争
が
頻
発
す
る
と
と
も
に
、
地
方
で
も
反
乱
が
起
り
、
国
の
形
勢
が
非
常
に
乱
れ
た
。
武
臣
聞
の
争
い
は
二
九
六
（
明
宗
二

六
）
年
、
僅
忠
献
の
政
権
掌
握
で
一
段
落
し
、
王
を
健
備
と
す
る
屋
氏
一
家
の
武
断
政
治
が
始
ま
っ
た
。
崖
氏
の
執
権
は
し
ば
ら
く

続
い
た
が
、
一
二
＝
二
（
高
宗
一
八
）
年
に
蒙
古
軍
が
侵
入
し
て
く
る
と
、
王
を
奉
っ
て
首
都
を
江
華
島
に
移
し
て
抗
戦
し
た
。
や

が
て
王
権
が
回
復
し
た
後
、
元
宗
は
蒙
古
と
講
和
し
、
一
二
六
四
（
元
宗
五
）
年
に
開
城
に
・
遷
都
し
た
。
し
か
し
、
高
麗
は
事
実
上
、

蒙
古
す
な
わ
ち
元
の
支
配
を
受
け
、
王
は
元
の
皇
室
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
命
脈
を
維
持
し
た
。
そ
の
後
、
元
の
勢
力
が
新
た

に
起
っ
た
明
に
押
さ
れ
る
と
、
恭
懲
王
は
元
の
勢
力
を
追
い
出
し
て
、
国
権
を
回
復
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
廷
の
基
盤
を
固
め
る
前

に
、
中
国
の
紅
巾
軍
と
倭
窓
が
攻
め
寄
せ
た
た
め
、
王
は
そ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
武
臣
た
ち
を
重
用
し
た
の
で
、
李
成
桂
の
よ
う
な
新

興
の
武
将
た
ち
が
勢
い
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
李
成
桂
は
実
権
を
握
り
、
一
三
九
二
（
恭
譲
王
四
）
年
、
つ
い
に
高
麗

王
朝
を
打
倒
し
、
朝
鮮
王
朝
を
建
て
た
の
で
あ
る
。

開
城
の
遺
跡

前
述
の
と
お
り
、
高
麗
の
首
都
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
朝
鮮
半
島
中
西
部
、
旧
京
畿
道
の
西
北
部
に
位
置
す
る
が
、
現
在
は
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
関
城
市
に
属
す
る
。
開
城
の
遺
跡
に
は
、
都
城
・
山
城
・
寺
院
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

太
祖
王
建
は
、
そ
の
こ
（
九
一
九
）
年
か
ら
宮
殿
を
造
営
し
、
坊
里
を
五
部
に
分
け
た
と
い
わ
れ
る
。
王
都
は
、
当
初
、
北
の
松

獄
、
南
の
龍
崎
山
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
地
形
を
防
備
線
と
し
た
が
、
顕
宗
代
に
至
っ
て
契
丹
の
侵
入
に
備
え
る
た
め
、
周
囲
に
土
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第 1図 会慶殿門の礎石群と会慶殿基壇遺構
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築
と

一
部
重
要
部
分
に
石
築
の
羅
城
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

1986.4.17 

二
O
（
一
O
二
九
）
年
に
完
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
総
延
長
三
六
・

二
キ
ロ
の
城
壁
に
は
大
門
四
、
中
門
八
、
小
門

二
二
の
合
計
二
五
の
城

門
を
開
い
た
こ
と
が
『
高
麗
史
』
に
見
え
る
。

そ
の
中
に
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
各
種
の
文
献
史

料
を
参
考
に
し
て
、
城
門
の
比
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
四
大
門
に

限
っ
て
紹
介
す
る
と
、
南
方
に
会
賓
門
、
東
南
方
に
長
覇
門
、
東
方
に

崇
仁
門
、
そ
し
て
、
西
方
に
宣
義
門
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定
さ
れ
た
。

松
最
南
麓
に
は
、
満
月
台
と
称
す
る
王
宮
跡
が
あ
る
。
王
宮
の
正
円

で
あ
る
昇
平
門
を
入
っ
て
奥
に
進
む
と
、
さ
ら
に
神
鳳
門
・
間
関
門
が

南
北

一
列
に
立
ち
並
ん
で
い
た
。
そ
の
背
後
の
高
台
に
は
正
殿
で
あ
る

会
慶
殿
の
ほ
か
、
長
和
殿
・
元
徳
殿
・
乾
徳
殿
な
ど
が
偉
容
を
誇
っ
て

い
た
。
そ
れ
ら
の
建
造
物
は
高
麗
末
期
に
消
失
し
た
が
、
現
在
、
王
宮

跡
に
は
殿
堂
や
門
廊
の
礎
石
が
よ
く
残
り
（
第

一
図
）
、
そ
の
付
近
で
は

階
段
に
使
用
し
た
石
龍
頭
が
現
存
し
、
ま
た
、
多
数
の
瓦
埼
が
出
土
す

る
。
満
月
台
に
対
し
て
、

共
和
国
で
は
一
部
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
、

ま
た
、
若
干
の
研
究
も
知
ら
れ
る
。

都
城
内
で
は
、
広
明
寺
・
日
月
寺
・
法
王
寺
な
ど
の
寺
院
の
造
営
が

相
つ
い
で
行
わ
れ
た
が
、
寺
院
跡
の
実
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

五
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1986.4.17 

た
だ
、
開
城
市
の
北
東
一

二
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
板
門
郡
の

仏
日
寺
跡
は
、
貯
水
池
で
水
没
す
る
た
め
、

一
九
五
九
年
と
翌
年
に
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
、

重
要
な
成
果
を
収
め
た
。
仏
日
寺
は
第
四
代
光
宗
の

二

（九
五

一
）
年
に
創
建
さ
れ
た
が
、
李
朝
時
代
に
な
っ
て
漢
城
へ
遷
都

さ
れ
て
か
ら
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
。
調
査
の
結
果
、
寺
域
は
三
つ
の
区

画
か
ら
な
る
が
、
中
央
区
画
で
は
主
要
建
物
が
南
北
一
直
線
に
並
ぶ

一
塔

式
の
伽
藍
配
置
で
あ
り
、
そ
の
西
側
に
も
塔
を
欠
く
が
、
付
属
伽
藍
を
も

恭懸王陵（後方）と同妃陵（手前）

つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
舎
利
壇
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
施

設
群
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
五
重
石
塔
の
移
築
に
伴
う
解
体
工
事

の
際
、
第
一
層
と
第
二
層
の
塔
身
内
部
か
ら
、
金
銅
製
塔
三

・
小
形
石
塔

二
二

・
舎
利
合
子
三
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
金
銅
製
の
う
ち
九
重
塔

内
か
ら
は
、
絹
布
で
包
ま
れ
た
紙
製
陀
羅
尼
経
と
ガ
ラ
ス
製
瓶
・

念
珠
も

見
つ
か
っ
た
。

開
城
市
か
ら
北
へ
お
よ
そ
二
六
キ
ロ
の
地
点
に
築
か
れ
た
大
興
山
城

は
、
海
抜
七
六
二
メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
立
地
す
る
。
石
築
の
城
壁
の
総
延

第2図

長
が
七
、
八

0
0メ
ー
ト
ル
に
、

自
然
の
絶
壁
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
が
二
、

三
0
0メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大
な
山
城
と
し
て
、
首
都
防
衛
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
大
興
山
城
に
対
す
る
概
要
は
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
発
掘
調
査
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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開
城
市
に
隣
接
す
る
開
豊
郡
に
は
、
太
祖
の
顕
陵
を
は
じ
め
、
恭
態

王
の
王
陵
と
同
王
妃
の
玄
陵
な
ど
、
高
麗
王
室
の
歴
代
の
陵
墓
が
知
ら

れ
る
。
そ
の
う
ち
、
恭
慰
王
・
同
王
妃
陵
の
周
囲
や
正
面
前
方
に
飾
ら

れ
た
各
種
の
石
造
装
飾
物
や
石
人
・
石
獣
な
ど
は
、
彫
刻
と
し
て
も
優

れ
た
作
品
で
あ
る
（
第
二
図
）
。
高
麗
王
陵
に
対
す
る
基
礎
的
調
査
は
、

早
く
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
こ
こ
二

O
年
ほ
ど

の
聞
に
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
高
麗
の
太
祖
・
王
建
の
顕
陵
が
一
九

九
0
年
代
初
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
横

穴
式
石
室
の
玄
室
の
四
つ
の
側
壁
と
天
井
に
壁
画
が
見
ら
れ
た
。
と
く

に
、
松
・
竹
・
梅
を
見
事
に
描
い
た
も
の
で
、
朝
鮮
半
島
最
古
の
文
人

画
と
い
わ
れ
る
。

一
九
七
八
年
に
調
査
さ
れ
た
第
三
代
定
宗
の
安
陵

は
、
横
穴
式
石
室
に
風
景
画
・
星
宿
図
な
ど
の
壁
画
が
認
め
ら
れ
、
陶

磁
器
な
ど
の
遺
物
を
若
干
出
土
し
た
。

,, 

江
華
島
・
珍
島
・
済
州
島
の
遺
跡

江
華
島
は
、

一
二
三
二

（
高
宗
一
九
）
年
に
蒙
古
軍
の
侵
入
に
対
し

て
長
期
抗
戦
を
行
う
た
め
に
、
一
時
的
に
都
邑
が
遷
さ
れ
、
江
都
と
呼

ば
れ
た
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
三
九
年
間
に
わ
た
っ
て
、

吉
岡
麗
考
古
学
の
諸
問
題

吋ぺ湾事貯＇＂＇
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七

1995.9.1 江華島の王宮跡第3図
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こ
こ
に
王
室
が
置
か
れ
て
い
た
。
王
宮
跡
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、

現
在
、
部
分
的
に
復
元
さ
れ
、
史
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
（
第
三

図
）
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、

一
九
七
七
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

1979.2.18 

し
か
し
、
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
、
瓦
片
が
出
土
し
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
王
都
の
防
備
は
二
重
の
城
壁
で
固
め
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

が
、
現
在
、
そ
の
痕
跡
は
部
分
的
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対

し
て
、

＝
一
郎
山
城
は
実
に
よ
く
遺
存
し
て
い
る
（
第
四
図
）
。
そ
し
て
、

一
九
七
六
年
に
は
、
八
高
大
蔵
経
木
版
が
奉
安
さ
れ
て
い
た
禅
源
寺
の

遺
跡
が
、
江
華
郡
仙
原
面
智
山
里
で
見
つ
か
り
、
実
測
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
き
く
困
層
段
か
ら
構
成
さ
れ
る
山
地
伽
藍
で
あ

る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

高
麗
の
王
室
が
江
華
島
か
ら
還
都
し
た

一
二
七

O
（
元
宗

一
一
）
年
、

三郎山城跡第4図

崖
氏
執
権
時
代
に
江
華
島
守
備
の
主
力
部
隊
で
あ
っ
た
三
別
抄
は
、
蒙

古
勢
力
に
対
し
て
反
乱
を
起
し
た
。
こ
の
と
き
、
三
別
抄
の
指
揮
官
で

あ
っ
た
衰
仲
孫
は
、
王
族
の
承
化
侯
温
を
王
と
し
て
推
戴
し
た
。
そ
し

て
、
宮
府
を
設
置
し
て
、
官
吏
を
任
命
す
る
一
方
、
沿
岸
警
備
を
厳
重

に
し
た
。
し
か
し
、
江
華
島
内
の
人
心
が
動
揺
し
、
文
・
武
官
の
中
に

脱
出
す
る
者
が
多
く
な
る
と
、

一変
仲
孫
は
珍
島
へ
と
移
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
珍
島
を
根
拠
地
と
し
て
沿
海
の
州
郡
を
掠
奪
し
た
。
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一
時
は
済
州
島
・
巨
済
島
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
三
一

O
余
の
島
唄
を
支
配
し
、
さ
な
が
ら
海
上
王
国
を
な
し
た
。
三
別

抄
の
珍
島
に
お
け
る
拠
点
は
龍
蔵
城
で
あ
る
（
第
五
図
）
。
こ
こ
に
新
た
に
官
府
を
開
い
た
三
別
抄
は
、
い
わ
ば
独
立
政
府
に
相
応
し

い
部
署
を
定
め
、
宮
殿
と
城
郭
を
築
い
た
わ
け
で
あ
る
。
龍
蔵
城
跡
は
、
史
跡
整
備
に
先
だ
っ
て
、
一
九
八
九
年
に
は
じ
め
て
本
格

的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
傾
斜
地
に
階
段
式
に
造
成
さ
れ
た
用
地
に
、
回
廊
で
囲
ま
れ
た
多
数
の
建
物
群
や
豊
富

な
瓦
・
陶
磁
器
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
建
物
群
の
ほ
ぼ
中
央
で
見
つ
か
っ
た
方
形
基
壇
は
木
塔
跡
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
寺
院
が
建
て
ら
れ
、
三
別
抄
が
入
っ
て
き
て
か
ら
宮
城
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
珍
島
に
は
、
ほ
か
に
も
戦
死
し

た
衰
仲
孫
将
軍
を
追
福
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
三
尊
石
仏
の
あ
る
龍
蔵
寺
跡
や
、
同
じ
く
衰
将
軍
が
埋
葬
さ
れ
て
い

る
と
い
う
南
桃
石
城
（
第
六
図
）
な
ど
の
遺
跡
が
あ
り
、
総
合
的
な
調
査
・
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
袈
仲
孫
将
軍
の
率
い
る
勢
力
が
、
金
方
慶
の
官
軍
と
蒙
古
軍
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
破
れ
る
と
、
一
部
は
逃
亡
し
、
ま

た
一
部
の
金
通
精
が
率
い
る
三
別
抄
は
耽
羅
す
な
わ
ち
済
州
島
に
移
っ
た
。
そ
こ
で
内
外
の
二
城
を
築
い
て
、
最
後
の
抵
抗
を
行
っ

た
が
、
一
二
七
三
〈
元
宗
一
四
）
年
に
は
つ
い
に
破
れ
て
、
三
別
抄
の
反
乱
は
終
わ
っ
た
。
済
州
島
に
お
け
る
三
別
抄
の
最
後
の
拠

点
と
し
て
築
か
れ
た
の
が
、
紅
波
頭
城
で
あ
る
。
現
在
、
そ
の
遺
跡
は
土
城
の
西
南
部
の
一
部
が
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
一
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
見
事
に
復
元
整
備
さ
れ
て
い
る
（
第
七
図
）
。
一
九
七
八
年
の
竣
工
の
五
年
前
に
、
南
側
の
一
部
で
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
下
層
で
石
築
遺
構
や
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
城
郭
の
規
模
は
周
囲
六
キ
ロ
と
も
、
四
キ
ロ
と
も
い
わ

れ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
キ
ロ
ほ
ど
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
遺
跡
地
に
は
小
さ
な
展
示
館
が
あ
り
、
出
土
し
た
瓦
・
陶
磁
器
を

展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
屋
外
に
は
礎
石
類
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
第
八
図
）
。
紅
波
頭
城
は
、
済
州
島
の
城
郭
の
中
で
最
大
規
模
を
も

ち
、
ま
た
、
土
城
と
し
て
は
唯
一
の
例
と
し
て
、
三
別
抄
の
本
拠
と
す
る
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。

宋
錫
範
氏
に
よ
る
と
、
外
城
は
土
城
で
、
周
囲
お
よ
そ
六
キ
ロ
に
及
ぷ
広
大
な
も
の
で
、
こ
の
付
近
の
丘
陵
を
起
点
と
し
て
、
南

方
盆
地
か
ら
平
野
一
帯
に
か
け
て
楕
円
形
に
展
開
し
て
い
る
。
一
方
、
内
城
は
金
通
精
の
居
城
で
あ
っ
て
、
丘
陵
南
側
に
位
置
す
る
。

こ
う
し
て
、

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
二
九
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高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一一一一一一

ま
た
、
そ
の
北
麓
下
に
は
大
早
越
で
も
渇
れ
な
い
と
い
う
石
泉
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
関
野
雄
氏
は
、
古
く
一
九
三
八
（
昭
和
一

一
二
）
年
に
こ
こ
を
踏
査
さ
れ
て
い
る
が
、
関
野
氏
に
よ
れ
ば
、
内
城
は
一
辺
が
一
町
半
ば
か
り
（
百
数
十
メ
ー
ト
ル
）
の
ほ
ぼ
正
方

形
の
小
さ
な
も
の
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
付
近
に
は
、
か
つ
て
建
物
が
あ
っ
た
ら
し
く
無
数
の
瓦
の
破
片
が
散
乱
し
、
随
所
に
高
麗
青

磁
の
破
片
が
散
布
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
加
工
さ
れ
た
石
材
も
認
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
関
野
氏
が
踏
査
さ
れ
た
当

時
、
す
で
に
内
城
の
城
壁
は
そ
の
数
年
前
に
取
り
除
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、
関
野
氏
は
痕
跡
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
外
城
に
つ
い
て
も
、
平
均
十
数
尺
の
高
さ
を
保
ち
、
切
断
面
を
見
る
と
、
土
居
と
石
塊
層
を
交
互
に
十
数

層
重
ね
た
形
跡
が
あ
り
、
土
塁
の
築
造
の
方
法
が
う
か
が
え
る
と
し
て
、
貴
重
な
記
録
を
残
さ
れ
た
。

城
郭
の
周
囲
に
は
、
運
河
を
掘
っ
た
痕
跡
も
残
っ
て
お
り
、
城
郭
西
方
の
民
基
の
周
囲
に
門
跡
の
礎
石
が
残
っ
て
い
る
。
土
城
の

外
郭
に
は
瓦
窯
跡
が
よ
く
迫
存
す
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
瓦
窯
は
、
お
そ
ら
く
鉦
波
頭
城
で
使
用
す
る
屋
瓦
の
供
給
窯
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
関
野
氏
が
一
九
三
八
年
に
採
集
さ
れ
た
瓦
の
破
片
の
中
に
、
「
高
内
村
：
：
：
辛
丑
二
月
：
：
：
」
と
刻
ん
だ
文

字
瓦
が
あ
る
。
関
野
氏
は
、
高
内
村
を
現
在
の
北
済
州
郡
涯
月
邑
涯
月
面
高
内
里
で
、
こ
の
土
城
の
西
方
六
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に

あ
る
海
辺
の
村
落
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
鉦
波
頭
城
へ
の
供
給
瓦
窯
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
別
抄
に
係
わ
る
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
長
城
が
あ
る
。
『
東
国
輿
地
勝
覧
』
済
州
牧
の
古
跡
の
条
に
は
、
古
長
城
と
し
て
、

「
沿
海
環
築
、
周
三
百
余
里
、
高
麗
元
宗
時
、
三
別
抄
叛
拠
珍
島
、
王
遺
侍
郎
高
汝
林
等
子
耽
羅
、
領
兵
一
千
以
備
之
、
因
築
長
城
」

と
見
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
関
野
氏
は
、
そ
の
遺
跡
を
北
済
州
郡
旧
左
面
下
道
里
・
南
済
州
郡
城
山
面
温
坪
里
・
同
新
山
里
な
ど

の
海
岸
に
残
る
石
塁
を
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
も
、
全
島
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
海
か
ら
上
陸
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
だ
け
、
防
御
の
目
的

で
築
い
た
も
の
と
さ
れ
た
。
韓
国
で
は
現
在
、
北
済
州
郡
朝
天
面
北
村
里
の
遠
海
長
城
を
、
そ
の
一
部
に
当
て
る
。
石
塁
は
、
島
内

に
随
所
に
追
存
し
て
い
る
が
、
こ
こ
の
石
塁
が
も
っ
と
も
よ
く
残
り
、
長
さ
が
五

0
0メ
ー
ト
ル
、
幅
一

i
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二

ー
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
規
様
で
あ
る
。



前
述
の
と
お
り
、
三
別
抄
は
、
一
二
七
三
年
に
済
州
島
に
お
い
て
、
蒙
古
と
高
麗
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
そ
の
勢
力
が
鎮
圧
さ
れ
る

と
、
そ
の
翌
年
に
は
、
文
永
の
役
と
な
っ
て
、
こ
ん
ど
は
日
本
が
襲
来
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
高
麗
や
三
別
抄

の
考
古
学
上
の
遺
跡
や
造
物
の
調
査
・
研
究
は
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

四

山
城
・
長
城
・
鎮
城

高
麗
時
代
に
お
い
て
も
、
防
衛
施
設
と
し
て
、
各
種
の
城
郭
が
発
達
し
た
。
そ
の
う
ち
、
釜
山
広
域
市
釜
山
鎮
区
堂
甘
澗
で
、
一

九
九
四
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
東
平
県
城
跡
は
、
数
少
な
い
城
郭
の
調
査
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
土
塁
が
東

西
三

O
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
四
八
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
ほ
ぼ
楕
円
形
に
め
ぐ
り
、
総
面
積
一

O
八
、
四
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規

模
を
有
す
る
こ
と
や
、
東
・
西
・
南
方
に
一
つ
ず
つ
の
城
門
を
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
出
土
し
た
瓦

の
中
に
、
「
大
平
」
と
い
う
年
号
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
一
世
紀
初
つ
ま
り
高
麗
初
期
の
築
造
と
推
定
さ
れ
た
。

こ
こ
の
土
塁
は
版
築
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
内
・
外
両
側
面
は
石
築
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
高
麗

時
代
の
土
塁
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
土
石
混
築
や
、
瓦
の
破
片
を
一
定
の
厚
さ
に
敷
い
て
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
な
ど
多
様
で
あ

ス
w
oさ

て
、
高
麗
が
、
北
方
か
ら
の
契
丹
族
な
ど
の
侵
入
に
備
え
て
長
城
を
築
い
た
こ
と
は
、
一
平
く
か
ら
知
ら
れ
、
調
査
も
行
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
千
里
長
恥
ぽ
、
二
世
紀
の
前
半
に
、
西
は
平
安
北
道
新
義
州
市
の
鴨
緑
江
河
口
付
近
か
ら
、
東
は
成
鏡
南
道
定
平
郡

の
東
朝
鮮
湾
ま
で
、
延
々
六
三
一

0
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
た
。
一
九
八
四
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
、
注
目
を
引
い
て
い
る
の
は
、

平
安
北
道
の
中
部
を
北
か
ら
南
に
流
れ
て
い
る
大
寧
江
と
、
そ
の
支
流
の
昌
城
江
の
東
側
に
沿
っ
て
築
か
れ
た
、
総
延
長
約
一
二

0

キ
ロ
の
大
寧
江
長
城
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
二
八
個
所
で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
高
さ
三

i
七

Anv 

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
遺
存
す
る
土
石
混
築
の
土
塁
の
構
造
が
わ
か
り
、
高
麗
時
代
の
瓦
や
陶
磁
器
が
多
数
出
土
し
た
。
こ
の
長
城
に
は
邑

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
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五

寺
院
跡
と
仏
教
遺
物

前
述
し
た
首
都
開
城
の
郊
外
に
営
ま
れ
た
仏
日
寺
の
遺
跡
の
ほ
か
に
も
、
各
地
で
寺
院
跡
の
発
掘
調
査
例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

ま
ず
、
忠
清
北
道
中
原
郡
の
石
窟
寺
院
跡
が
発
掘
さ
れ
、
石
窟
の
精
密
な
実
測
図
が
完
成
し
た
。
忠
清
南
道
大
徳
郡
の
弥
勅
院
跡
は
、

（

nv

《鈎
V

高
麗
末
期
以
後
に
地
方
家
族
の
黄
氏
一
門
と
係
わ
り
が
あ
る
寺
院
で
、
そ
の
遺
構
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
江
原
道
褒
陽
郡
の
陳
回
寺

跡
（
第
一

O
図
）
や
、
全
羅
北
道
南
原
郡
の
高
福
寺
跡
も
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
発
掘
成
果
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
高
福
寺
跡
で
は
、

一
九
七
九
年
か
ら
五
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
木
塔
を
中
心
に
、
西
・
北
・
東
側
に
そ
れ
ぞ
れ
金
堂
を
配
置

す
る
と
い
う
、
高
麗
で
は
じ
め
て
の
一
塔
三
金
堂
形
式
の
伽
藍
配
置
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
高
句
麗
の
清
岩
里
廃
寺
と
の
共
通
点

が
指
摘
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

高
麗
時
代
に
創
建
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
前
代
か
ら
引
き
続
き
高
麗
時
代
ま
で
法
灯
が
守
ら
れ
て
い
た
寺
院
跡
に
対
す
る
、
重

要
な
発
掘
調
査
例
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

《
包
｝

江
原
道
麟
蹄
郡
・
寒
渓
寺
跡

円お）

慶
尚
北
道
慶
州
市
・
錫
杖
寺
跡内

uv

同

軍

威

郡

・

麟

角

寺

跡
《
岨
岬
）

慶
尚
南
道
蔚
州
郡
・
澗
月
寺
跡

同

隙

川

郡

・

霊

巌

寺

跡

同

竹

竹

里

廃

寺

跡

同

天

徳

寺

跡

【
鈴
）

釜
山
広
域
市
北
区
・
高
徳
寺
跡

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
三
五
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1979.3.29 陳田寺跡の石塔第 10図（2)
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高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
三
八

忠
清
北
道
清
州
市
・
興
徳
寺
跡
（
第
二
図
〉

忠
清
南
道
論
山
郡
・
開
泰
寺
跡

光
州
広
域
市
東
区
・
元
暁
寺
跡

全
羅
南
道
和
順
郡
・
雲
住
寺
跡円一制

V

同

康

津

郡

・

月

南

寺

跡

な
お
、
高
麗
時
代
の
寺
院
跡
調
査
に
と
っ
て
、
基
礎
資
料
が
集
ぬ
F
れ
た
こ
と
は
、
こ
ん
ご
の
研
究
の
展
開
に
大
き
く
稗
益
す
る

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
な
寺
院
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
は
、
大
量
の
屋
瓦
・
陶
磁
器
の
ほ
か
、
ま
れ
に
は
仏
像
・
党
鐘
そ
の

ほ
か
、
仏
教
関
係
の
遺
物
が
出
土
す
る
。

ま
ず
、
屋
瓦
に
関
し
て
は
、
統
一
新
羅
や
溺
海
の
系
譜
を
引
く
各
種
の
製
品
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
製
仇
官
術
や
銘

文
・
紋
様
な
ど
の
研
究
は
散
見
す
る
が
、
本
格
的
か
つ
体
系
的
な
分
類
や
編
年
の
研
究
は
、
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
展
開
を
見
せ
て
い

ω】
｛

日

開

V

な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
瓦
窯
跡
の
発
掘
調
査
は
重
要
で
あ
る
が
、
慶
尚
北
道
の
太
郎
市
・
龍
水
洞
や
慶
州
市
・
東
方
洞
な
ど
に
お

け
る
調
査
例
は
貴
重
で
あ
る
。

光
州
広
域
市
東
区
の
武
珍
城
は
、
下
層
建
物
遺
構
が
統
一
新
羅
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
上
層
建
物
遺
構
は
後
三
国
時
代
か
ら
高

麗
時
代
初
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
瓦
の
中
に
は
、
「
官
」
・
「
城
」
銘
の
文
字
瓦
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら

の
文
字
瓦
は
、
統
一
新
羅
時
代
末
期
か
ら
高
麗
時
代
初
期
に
か
け
て
の
こ
ろ
、
建
物
の
修
理
や
再
建
な
ど
を
契
機
に
、
特
定
の
瓦
窯

で
生
産
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
当
時
の
瓦
の
生
産
体
制
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
日
本
古
代
の
平
安
京
出
土
瓦
の
分
析
と
比
較
研
究
か
ら
、
こ
れ
ま
で
慶
州
を
中
心
に
出
土
し
、
統
一
新
羅
時
代
の
所
産
と

さ
れ
て
き
た
瓦
当
の
中
に
、
高
麗
時
代
の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
沖
縄
県
に
お
け
る
琉
球
時
代
の
グ
ス
ク



出
土
の
高
麗
系
瓦
は
、
高
麗
の
瓦
製
作
技A

h
開
】

術
を
継
承
し
た
技
術
者
の
南
島
で
の
生
産

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実

は
、
手
工
業
生
産
に
お
け
る
技
術
交
流
と

い
う
点
で
も
、
こ
ん
ご
の
さ
ら
な
る
研
究

が
待
た
れ
る
。

高
麗
の
仏
教
関
係
遺
物
で
顕
著
な
も
の

｛

日

制

｝

【

回

制

）

に
、
党
鐙
・
金
鼓
（
第
一
二
図
）
・
香
炉

な
ど
、
金
属
工
芸
品
に
優
秀
な
製
品
が
多

い
。
仏
教
と
は
直
接
係
わ
ら
な
い
も
の

円

m刷
】

｛

同

国

｝

の
、
金
属
工
芸
品
で
は
銅
鏡
も
注
目
さ
れ

る
。
そ
の
う
ち
、
党
鎖
に
関
連
し
た
問
題

に
つ
い
て
の
み
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。
こ

の
と
こ
ろ
、
日
本
で
は
各
地
で
古
代
か
ら
中
世
の
党
鐘
の
鋳
造
遺
構
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
韓
国
で
も
慶
尚
北
道
月
城
郡
の

円
曲
四
日

感
恩
寺
跡
に
お
い
て
、
同
種
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
寺
院
付
属
工
房
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
対
比
資
料
と
し
て
大
い
に
参
考

《

ω｝

に
な
ろ
う
。
ま
た
、
銅
鐘
の
撞
座
と
上
・
下
帯
の
文
様
の
編
年
研
究
は
、
瓦
当
の
研
究
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

-'-，、
墳
墓

第 12図

高
麗
の
墓
飢
ぽ
、
大
き
く
分
け
る
と
、
土
葬
と
火
葬
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
土
葬
に
は
石
室
墓
と
、
土
墳
墓
も
し
く
は
木
棺
墓

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
三
九



王
妃
陵
、
貴
族
・
官
人
墓
、
そ
し
て
、

れ
よ
う
。
ま
ず
、
王
・
王
妃
陵
に
お
い
て
は
、
墳
丘
を
有
し
、
内
部

に
横
穴
式
石
室
を
包
蔵
し
、
ま
た
、

と
き
に
は
壁
画
を
描
く
も
の
が

あ
る
（
第
一

三
図
）
。
こ
の
よ
う
な
様
相
は
、
中
央
・
地
方
の
貴
族

・

（臼
）

一
九
七

一
年
に
慶
尚
北
道
居
昌
郡
の
屯
馬
里
（
第

一
四
図
）
、
一
九
八

O
年
に
同
安
東

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題ノ

1‘ ． 

郡官
の人
西墓
三で

凋g員
そら
しれ
てる

そ
の
好
例
と
し
て

四
0 

王建陵の樹木図

が
あ
る
。
早
く
大
正
五
（
一
九

二
ハ
）
年
に
、
開
城
周
辺
で
盗
掘
が

契
機
と
な
っ
て
、
王
陵
の
い
く
つ
か
が
調
査
さ
れ
た
。
解
放
後
の
一

九
四
七
年
に
は
、
国
立
博
物
館
に
よ

っ
て
、
法
堂
坊
二
号
墳
が
調
査

一
九
七

0
年
代
の
後
半
に
入
る
と
、
上
述
し
た

さ
れ
た
。
そ
の
後
、

よ
う
に
、
開
城

一
帯
で
は
定
宗
の
安
陵
を
含
む
王
陵
四
基
と
王
妃
陵

第 13図

一
基
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
い
わ
ゆ
る
民
墓
が

一
三

O
余
墓
も
調
査
さ
れ
た
。

こ
こ
で
、
高
麗
の
墳
墓
を
被
葬
者
の
階
層
性
か
ら
い
う
と
、
王
・

一
般
の
民
墓
な
ど
に
分
類
さ

一
九
九
一
年
に
京
畿
道
披
州
郡
の
瑞
谷
里
で
そ
れ
ぞ
れ
発
見
さ
れ
た
壁
画
墳
が
あ
る
。

（
師
〉

高
麗
の
石
室
墳
に
は
竪
穴
式
も
あ
る
が
、
忠
清
南
道
の
扶
余
地
方
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
資
料
集
成
や
総
合
的
分
析
は
す
で
に
早
く

（
師
）

見
ら
れ
た
。
最
近
で
は
、
高
麗
の
石
室
墳
の
起
源
を
、
高
句
麗
の
墓
制
を
継
承
し
た
激
海
や
新
羅
の
そ
れ
に
求
め
る
研
究
、
外
部
装

〔朗
〕

飾
あ
る
い
は
施
設
の
変
遷
に

つ
い
て
の
考
特
さ
ら
に
は
、
石
室
墳
の
構
造
の
類
型
化
と
編
年
研
究
な
ど
に
、
成
果
が
見
ら
れ
た
。

高
麗
の
貴
族
・
官
人
・
僧
侶
た
ち
の
中
に
は
、
火
事
問
？
行
っ
た
後
、
小
形
の
石
棺
を
蔵
骨
容
器
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

場
合
、
四
神
図
や
唐
草
文
な
ど
を
彫
軌
V
た
り
、
墓
誌
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
火
葬
は
も
ち
ろ
ん
仏
教
と
の
関
連
性
に
お
い
て
、
ま
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七
祭
飽
遺
跡

朝
鮮
半
島
南
西
地
方
の
海
岸
部
に
あ
る
全
羅
北
道
扶
安
郡
の
竹
幕
洞
遺
跡
は
、
三
国
時
代
百
済
の
こ
ろ
、
航
海
の
安
全
と
豊
漁
を

祈
っ
た
祭
紀
遺
跡
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
、
高
麗
時
代
の
土
器
・
陶
磁
器
・
瓦
な
ど
が
出

土
す
る
の
で
、
祭
杷
が
そ
の
時
期
に
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
高
麗
中
期
の
高
官
で
あ
っ
た

芦
彦
願
の
墓
誌
銘
〔
毅
宗
四
年
（
一
一
五

O
）
〕
の
内
容
は
興
味
深
い
。
つ
ま
り
、
芦
彦
願
は
宋
へ
の
遺
使
の
帰
途
に
、
航
海
が
危
機

に
陥
っ
た
際
、
断
髪
祈
願
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
全
羅
南
道
の
霊
巌
郡
と
康
津
郡
の
境
を
な
す
、
海
抜
八
九

0
メ
ー
ト
ル
の
月
出
山
・
天
皇
峰
の
山
頂
で
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
、
祭
紀
遺
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
『
三
国
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
新
羅
が
名
山
大
川
に
対
し
て
、
大
・
中
・
小
紀
に
分
け
て
祭

紀
を
行
っ
た
が
、
こ
こ
は
、
そ
の
小
紀
が
行
わ
れ
た
月
奈
岳
に
比
定
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
こ
こ
か

ら
は
高
麗
時
代
の
土
器
・
陶
磁
器
・
土
製
馬
（
第
一
五
図
）
・
鉄
製
馬
・
瓦
な
ど
が
出
土
し
た
の
で
、
高
麗
時
代
に
も
神
洞
が
あ
り
、

祭
紀
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
月
出
山
か
ら
も
近
い
南
海
堂
跡
（
第
一
六
図
）
は
、
国
家
の
安
寧
と
南

海
岸
に
お
け
る
農
事
の
豊
作
を
祈
願
し
て
、
南
海
神
霊
を
紀
っ
た
国
家
的
な
祭
犯
の
遺
跡
で
あ
る
。
こ
こ
の
こ
と
は
、
『
新
増
東
国
輿

地
勝
覧
』
に
も
見
え
、
お
そ
ら
く
高
麗
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
祭
紀
に
係
わ
る
遺
跡
や
造
物
の

調
査
・
研
究
は
、
こ
ん
ご
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

八

陶
磁
器
を
め
ぐ
る
問
題

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
城
郭
・
寺
院
・
墳
墓
な
ど
の
遺
跡
群
か
ら
出
土
す
る
遺
物
と
し
て
は
、
陶
磁
器
が
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
。
高
麗
と
い
え
ば
、
各
種
の
青
磁
に
見
事
な
作
品
を
数
多
く
生
ん
だ
。
そ
こ
で
陶
磁
器
窯
跡
や
墳
墓
が
、
と
き
に
は
美
術
史
家

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題
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四
三
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に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
り
も
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
考
古
学
者
が
そ
れ
ら
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

調
査
・
研
究
の
も
っ
と
も
基
礎
的
で
重
要
な
作
業
は
窯
跡
の
分
布
調
査
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
朝
鮮
半
島
で
最
大
規
模
を
誇
る
全
羅

Aπv 

南
道
の
康
津
郡
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
種
の
調
査
の
継
続
的
・
全
国
的
展
開
が
望
ま
れ
る
。

Am
－
 

高
麗
陶
磁
の
古
く
て
新
し
い
課
題
の
一
つ
に
、
高
麗
青
磁
の
起
源
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
出
現
時
期
に
関
し
て
、
八
世
紀
末
・
九

世
紀
前
半
あ
る
い
は
後
半
・
一

O
世
紀
前
半
な
ど
と
諸
説
あ
る
。
し
か
し
、
高
麗
青
磁
が
中
国
の
越
州
窯
青
磁
を
モ
デ
ル
と
し
て
生

ま
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
背
景
に
新
羅
・
高
麗
と
唐
・
五
代
と
の
交
流
史
を
考
え
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
麗
の
初

期
青
磁
の
特
徴
で
あ
る
、
索
文
で
直
線
的
に
ま
っ
す
ぐ
外
に
開
く
体
部
、
蛇
目
高
台
な
ど
の
文
様
や
形
態
に
し
て
も
、
ま
た
、
背
景

と
な
っ
た
交
流
史
の
問
題
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
と
の
比
較
や
対
応
関
係
が
未
解
決
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
越
州
窯

青
磁
と
高
麗
の
初
期
青
磁
の
両
者
を
出
土
し
て
い
る
益
山
の
弥
勤
寺
跡
や
慶
州
の
雁
鴨
池
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
で
年
代
幅
の
あ
る

大
量
の
土
器
と
少
量
の
陶
磁
器
の
形
式
編
年
も
実
は
確
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
高
麗
青
磁
の
起
源
を
も
っ
と
も
遅
く
一

O
世
紀
後
半
と
す
る
見
解
の
論
拠
に
は
、
ま
ず
、
緑
青
磁
の
問
題
が
あ
る
。
緑
青

磁
は
一
九
六
四
年
に
仁
川
広
域
市
の
景
西
洞
窯
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
以
来
、
青
磁
の
先
駆
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ

｛鈎
V

ろ
が
、
そ
の
後
、
全
羅
南
道
海
南
郡
の
珍
山
里
一
帯
の
窯
跡
群
ゃ
、
同
じ
く
莞
島
郡
の
海
底
発
見
の
陶
磁
器
が
調
査
さ
れ
ね
柑
果
、

緑
青
磁
は
ご
く
初
期
の
青
磁
で
は
な
く
、
一
一
世
紀
後
半
ご
ろ
に
南
海
岸
部
で
製
作
さ
れ
た
地
方
用
の
粗
質
青
磁
の
一
つ
と
さ
れ

た
。
つ
ぎ
に
、
初
期
青
磁
に
特
徴
的
な
蛇
目
高
台
の
あ
る
碗
に
は
、
九
世
紀
と
か
一

O
世
紀
の
年
代
の
わ
か
る
資
料
が
な
い
。
紀
年

銘
資
料
と
し
て
は
、
淳
化
四
年
（
九
九
三
）
銘
の
壷
や
、
全
羅
北
道
高
倣
郡
の
龍
渓
里
窯
跡
出
土
の
太
平
壬
戊
（
一

O
二
二
）
銘
の

あ
る
平
瓦
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
龍
渓
里
窯
跡
出
土
品
と
、
全
羅
南
道
康
津
郡
の
龍
雲
里
九
号
窯
跡
に
お
い
て
、
蛇
目
高
台
碗
と

伴
出
し
た
青
磁
陰
刻
菊
草
文
碗
な
ど
か
ら
考
え
て
、
蛇
目
高
台
碗
を
製
作
し
た
窯
を
一

O
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
二
世
紀
後
半
ご
ろ
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ま
で
長
期
に
わ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
蛇
目
高
台
碗
を
製
作
し
た
窯
は
、
お
よ

そ
コ
一
つ
の
、
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。

1987.10.31 

つ
ま
り
、
堆
積
層
が
大
規
模
で
、
典
型

的
な
蛇
目
高
台
碗
が
生
産
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
堆
積
層
は
小
規
模
で
あ
る
が
、
広
範
囲
に

広
が
り
、
典
型
的
な
碗
が
生
産
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
し
て
、
大
規
模
な
堆
積
層
を
な
し

て
い
る
が
、
蛇
目
高
台
碗
は
稀
れ
で
、
そ
れ
も
幅
が
広
く
、
軸
色
と
匝
鉢
に
差
異
が
あ

る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
淳
化
四
年
銘
壷
は
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
と
関
係
が
あ

龍渓里窯跡出土の青磁と平五

る
と
推
定
さ
れ
た
。

龍
渓
里
の
窯
跡
は
、
一
九
八
三
年
に
三
基
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
と
と
も
に
、

お
そ
ら
く
藁
葺
き
の
作
業
場
跡
と
思
わ
れ
る
遺
構
と
、
瓦
葺
き
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
に
、
大
平
壬
戊
銘
の
平
瓦
破
片
が
出
土
し
た
（
第
一
七
図
）
。
窯
跡
か
ら
は
、

典
型
的
な
蛇
日
高
台
碗
の
ほ
か
、
陰
刻
蓮
華
文
合
子
・
広
口
瓶
・
瓜
形
水
差
・
瓜
形

瓶
・
長
頚
瓶
・
肩
壷
・
大
鉢
・
托
蓋
・
皿
・
平
鉢
・
小
瓶
な
ど
の
陶
磁
器
が
出
土
し

た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
莞
島
沖
海
底
発
見
の
二
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
の
陶
磁
器

と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
、
龍
渓
里
窯
は
か
な
り
の
年
代
幅
が
あ
る

こ
と
に
な
る
。
事
実
、
窯
跡
は
上
・
中
・
下
の
三
層
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
中
層

の
窯
の
北
壁
に
は
、
大
平
壬
戊
銘
平
五
と
同
種
の
平
瓦
片
が
混
築
さ
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
蛇
目
高
台
碗
に
つ
い
も
、
太
平
壬
辰
（

一
O
二
二
）
す
な
わ
ち
一
一
世
紀
前

第 17図

半
以
前
に
年
代
の
一
点
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
上
限
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
と

い
わ
ざ
る
を
え
ず
、
純
青
磁
そ
の
も
の
の
年
代
比
定
に
つ
な
が
ら
な
い
。
た
だ
最
近
、

一
四
五
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釜
山
広
域
市
釜
山
鎮
区
の
東
平
県
城
跡
が
発
掘
調

｛関】

査
さ
れ
、
明
ら
か
に
な
っ
た
関
連
資
料
は
参
考
と

な
る
。
こ
こ
で
は
、
最
下
層
か
ら
緑
青
磁
と
大
平

銘
平
瓦
片
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
大
平
を
太
平

（一

O
二一

i
一
O
三
O
）
年
と
推
定
し
、
東
平

県
城
跡
は
高
麗
時
代
初
期
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

円山里窯跡

と
こ
ろ
で
、
淳
化
四
年
銘
よ
り
一
年
さ
か
の
ぼ

る
淳
化
三
年
銘
の
青
磁
高
杯
を
焼
造
し
た
窯
跡

が
、
一
九
九
一
年
ま
で
に
黄
海
南
道
鳳
川
郡
円
山

【

制

》

里
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
（
第
一
八
図
）
。
こ
こ
で

は
、
淳
化
三
年
銘
を
含
め
て
、
合
計
七
点
の
有
銘

青
磁
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
一
九
七
八
年

に
調
査
さ
れ
た
、
高
麗
第
三
代
定
宗
（
九
四
九
年

発
去
）
の
安
陵
出
土
の
青
磁
輪
花
鉢
・
皿
・
托

や
、
一
九
六
O
年
に
調
査
さ
れ
た
仏
日
寺
五
重
石

塔
（
九
五
一
年
建
立
）
出
土
の
青
磁
A
早
丁
な
ど
が

知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
年
代
が

第 18図



確
か
な
も
の
は
、
お
よ
そ
一

O
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
末
年
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

高
麗
初
期
の
窯
跡
は
、
一
九
九
七

i
八
年
に
も
京
畿
道

始
興
市
の
芳
山
洞
に
お
い
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
（
第
一
九

図
）
。
こ
の
窯
で
は
壁
石
を
利
用
す
る
な
ど
、
中
国
的
な
要

素
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
出
土
し
た
青

磁
は
唐
末
五
代
の
越
州
窯
産
の
製
品
と
類
似
す
る
な
ど
、

中
国
の
磁
器
製
作
技
術
を
積
極
的
に
受
容
し
た
例
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一方、

み
」
阜
、

芳山洞窯跡第 19図

一
九
八
四
年
以
来
、
京
畿
道
龍
仁
郡
の
西
里
で

一
O
世
紀
ご
ろ
の
軟
質
の
白
磁
の
窯
跡
が
発
掘
調
査

さ
れ
た
。
そ
の
際
に
行
わ
れ
た
白
磁
に
対
す
る
型
式
学
的
研
究
は
注
目
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
陶
磁
器
ば
か
り
で
な
く
、
日
常
的
に

多
く
使
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
ふ
つ
う
の
陶
質
土
器
に
対
し
て
も
調
査
・
研
究
を
進
め
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

高
麗
の
陶
磁
器
は
、
そ
の
起
源
が
中
国
に
あ
る
と
は
い
え
、
い
ち
早
く
高
麗
独
自
の
も
の
を
創
り
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
宋
代
に

は
中
国
人
も
そ
の
美
し
さ
を
絶
賛
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
に
も
貿
易
陶
磁
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

（回）

こ
で
、
中
国
と
高
麗
の
磁
器
の
比
較
研
究
ゃ
、
朝
鮮
半
島
出
土
の
中
国
陶
磁
、
さ
ら
に
は
中
・
朝
間
の
技
術
交
流
な
ど
の
問
題
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。

他
方
、
中
国
大
陸
で
も
、
元
の
大
都
や
遼
の
中
京
の
遺
跡
を
は
じ
め
、
各
地
で
高
麗
青
磁
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
脈
絡

一
九
七
五
年
の
発
見
以
後
、
九
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
、
朝
鮮
半
島
西
南
部
の
新
安
沖
海
底
か
ら
引
き

か
ら
考
え
て
、吉

岡
麗
考
古
学
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諸
問
題
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一
四
八

揚
げ
ら
れ
た
大
量
の
文
物
の
中
の
高
麗
青
磁
七
点
に
つ
い
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
中
国
へ
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
高
麗
の
ア
ン

《

muv

テ
ィ

l
ク
と
推
測
す
る
。

《鈎｝

高
麗
の
陶
磁
器
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
列
島
に
も
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
陶
磁
と
し
て
は
、
大
量
の
中
国
製
品
に
比
べ
る
と
、
東

南
ア
ジ
ア
の
製
品
よ
り
は
上
ま
わ
る
も
の
の
、
ご
く
少
量
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

高
麗
陶
磁
の
問
題
に
限
ら
ず
、
き
わ
め
て
重
要
な
遺
跡
と
し
て
、
一
九
八
一
年
に
慈
江
道
照
川
市
の
西
門
洞
で
発
見
さ
れ
た
、
住

居
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
槙
と
そ
の
周
辺
か
ら
全
部
で
三
二

O
点
余
り
の
陶
磁
器
・
青
銅
器
・
鉄
器
類

が
出
土
し
た
。
横
を
覆
っ
て
い
た
真
鎗
製
の
盟
に
は
壬
子
年
の
銘
が
あ
り
、
種
々
の
考
証
か
ら
一
一
九
二
年
と
推
定
さ
れ
た
。
も
し

そ
う
だ
と
す
る
と
、
共
伴
し
た
高
麗
象
般
青
磁
や
中
国
景
徳
鎮
系
の
白
磁
の
年
代
決
定
に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

九

新
安
沖
と
莞
島
沖
の
水
中
考
古
学

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
水
中
考
古
学
の
調
査
は
、
た
ま
た
ま
高
麗
時
代
の
貿
易
船
の
沈
没
船
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
そ
の
端
緒

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
新
安
沖
海
底
発
見
の
沈
没
船
で
あ
る
。
続
い
て
同
じ
全
羅
南
道
莞
島
郡
の

海
域
で
、
高
麗
の
沈
没
船
が
見
つ
か
り
、
水
中
考
古
学
に
対
す
る
研
究
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
た
。

円
弱
｝

新
安
沖
の
沈
没
船
は
、
水
深
約
二

0
メ
ー
ト
ル
の
海
底
で
見
つ
か
っ
た
。
引
き
揚
げ
ら
れ
た
造
物
は
二
万
二
千
点
を
越
え
る
が
、

と
り
わ
け
陶
磁
器
が
も
っ
と
も
多
く
、
二

O
、
六
六
一
点
を
越
え
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
中
国
の
揚
子
江
以
南
の
沿
岸
の
諸
窯
で

焼
造
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
半
分
近
く
を
占
め
る
青
磁
は
龍
泉
窯
系
で
、
つ
い
で
多
い
白
磁
と
青
白
磁
は
景
徳
鎮
窯
系

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
建
窯
系
の
黒
紬
や
、
鈎
窯
系
の
白
濁
紬
、
吉
州
窯
系
の
白
粕
黒
画
、
雑
粕
な
ど
の
陶
磁
器
が
認
め
ら
れ
る
が
、

染
付
は
一
点
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
大
量
の
中
国
製
陶
磁
器
に
混
じ
っ
て
、
高
麗
青
磁
と
古
瀬
戸
も
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
が
ら
含
ま
れ
て
い
た
。
高
麗
青
磁



高
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は
全
部
で
七
点
検
出
さ
れ
た
。
ま
ず
梅
瓶
は
牡
丹
と
唐
草
の
文
様
を
陽
刻
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
五
点
の
象
眼
青
磁
と
一
点
の
純
青
磁
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
雲
鶴
文
の
あ
る
碗
、
唐
草
文
を
主
と
す
る
蓋
托
、
雲
鶴
文

と
菊
花
文
で
飾
っ
た
枕
（
第
二
O
図
）
、
印
花
で
菊
花
文
を
表
し
た
蓋
、
そ
し

青磁象依雲鶴菊唐草文枕

て
、
獅
子
形
硯
滴
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
雲
鶴
文
を
象
服
し
た
青
磁
の
類
品

に
は
、
そ
の
形
態
や
象
廠
手
法
か
ら
見
て
、
京
畿
道
長
端
郡
の
杜
梅
里
に
あ

る
明
宗
（

一
一
七

一
i
二
九
七
年
在
位
）
の
智
陵
出
土
の
嘉
枝
文
鉢
や
、

前
述
の
慈
江
道
照
川
市
の
西
門
洞
の
住
居
跡
で
、
壬
子
年
（
一
一
九
二
）
銘

を
も
っ
真
鍛
製
盟
と
共
伴
し
た
碗
な
ど
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
安
沖
発

見
の
象
俵
青
磁
の
古
い
も
の
は
、

一二
世
紀
後
半
に
求
め
ら
れ
る
。
新
し
い

も
の
に
は
、
菊
花
文
蓋
が
あ
り
、

一三
一
世
紀
末
か
一
回
世
紀
前
半
の
も
の
も

含
ま
れ
る
。
問
題
は
古
い
青
磁
類
で
あ
る
が
、
後
述
の
と
お
り
、
沈
没
船
の

年
代
が
一
四
世
紀
の
前
半
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
代
的
に

一
O
O年
ほ
ど
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

一
二
世
紀
前
半
の
こ
ろ
に
な
る

と
、
前
述
し
た
よ
う
に
高
麗
青
磁
は
中
国
人
が
絶
賛
す
る
ほ
ど
優
品
を
生
み

出
し
て
お
り
、
中
国
の
文
献
史
料
や
出
土
資
料
か
ら
見
て
、
高
麗
青
磁
の
一

第 20図

部
は
高
麗
か
ら
宋
へ
輸
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
諸
事
実
を
合
わ
せ
考
え

ヲ
匂
ル
」
、

そ
れ
ら
は
す
で
に
早
く
中
国
に
も
た
旨
り
さ
れ
て
い
た
高
麗
の
ア
ン

テ
ィ

1
ク
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
の
高
麗
製
品
に
は
、

一
四
九
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高
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一五
O

銅
鏡
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
が
、
や
は
り
同
じ
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
理
解
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
高
麗
製
品
と
考
え
ら
れ
て

き
た
双
鳳
文
柄
鏡
に
つ
い
て
は
、
宋
代
の
中
国
製
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
陶
磁
と
と
も
に
量
的
に
多
い
の
が
紫
檀
木
と
銅
銭
で
、
い
ず
れ
も
船
底
に
格
納
さ
れ
て
パ
ラ
ス
ト
の
役
目
を
果

た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
銅
銭
は
実
に
莫
大
な
量
に
の
ぼ
り
、
二
八
ト
ン
一
八
キ
ロ
、
個
数
に
し
て
八

O
O万
枚
を
越
え
る
が
、
古
い

も
の
で
は
年
代
末
詳
の
五
鎌
銭
や
唐
代
の
開
元
通
費
か
ら
、
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
で
元
代
の
至
大
通
賓
（
一
三

O
八
i
一
一
三
一
）

ま
で
含
ま
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
金
属
器
に
は
、
祭
器
・
燭
台
・
和
鏡
・
炊
事
道
具
・
調
理
具
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
石
製
品
に
は
硯
や

磨
臼
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
瓦
質
小
形
仏
像
・
扇
・
薬
材
・
香
料
・
ガ
ラ
ス
製
替
の
ほ
か
、
日
本
人
船
員
の
所
持
品
か
と
恩
わ
れ
る
将

棋
駒
・
下
駄
や
、
日
本
か
ら
の
輸
出
品
で
も
あ
っ
た
漆
器
・
日
本
万
鐸
な
ど
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
出
土
造
物
の
中
で
、
と
り
わ
け
興
味
深
い
木
簡
は
、
積
荷
に
荷
札
と
し
て
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
三
六
四

点
に
及
ぶ
。
木
簡
が
示
す
も
っ
と
も
重
要
な
事
実
は
、
至
治
参
年
（
一
三
二
三
）
と
い
う
年
号
銘
の
存
在
で
あ
り
、
沈
没
船
の
年
代

の
一
点
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
、
木
簡
に
「
綱
司
」
と
記
し
た
も
の
が
相
当
数
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
綱
首
も
し
く

は
綱
主
と
も
称
し
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
、
九
州
の
博
多
や
宮
崎
な
ど
に
居
住
し
て
い
た
中
国
系
の
貿
易
商
人
を
指
す
。
彼
ら
は
、

船
主
を
も
兼
ね
、
「
大
唐
街
」
と
か
「
宋
人
百
堂
」
と
い
う
記
録
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ば
華
僑
街
を
博
多
の
港
町
を
中
心
に
形

成
し
て
、
対
中
国
貿
易
に
当
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
木
簡
に
記
さ
れ
た
荷
主
名
と
恩
わ
れ
る
こ
七
一
点
の
う
ち
に
は
、
さ
き
の
網

司
が
も
っ
と
も
多
く
て
、
お
よ
そ
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
の
で
、
積
荷
の
半
分
近
く
を
占
め
る
彼
ら
が
船
主
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。と

こ
ろ
で
、
陶
磁
器
は
、
上
述
の
と
お
り
、
龍
泉
窯
系
青
磁
な
ど
揚
子
江
以
南
の
沿
岸
の
諸
窯
の
製
品
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の

に
加
え
て
、
「
慶
元
路
」
銘
の
あ
る
銅
製
分
銅
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
は
、
当
時
の
公
貿
易
港
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
慶
元

す
な
わ
ち
現
在
の
斯
江
省
寧
波
市
を
出
港
し
、
日
本
の
博
多
を
目
ざ
し
た
日
元
聞
の
貿
易
船
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
船
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体
は
お
よ
そ
三
分
の
二
ほ
ど
遺
存
し
て
い
た
。
船
体
の
部
材
四
四
五
点
は

す
べ
て
が
引
き
揚
げ
ら
れ
、
復
元
的
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

原
形
は
お
よ
そ
長
さ
二一

0
・
一
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
0
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
四
メ
ー
ト
ル
、
二

0
ト
ン
ほ
ど
の
比
較
的
大
形
の
船
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。つ

ぎ
に
、
新
安
沖
か
ら
お
よ
そ
東
南
方
へ

一
0
0キ
ロ
余
り
離
れ
た
莞

島
沖
の
水
深

一
二
i
一
五
メ
ー
ト
ル
の
海
底
で
、

高
麗
青
磁
な
ど
が
大
量

に
発
見
さ
れ
た
（
第
一

二

図
）
。
引
き
揚
げ
ら
れ
た
遺
物
は
、
船
材
八

一

片
、
青
磁
三

O
、
六
四
五
点
、
雑
軸
陶
器
二
六
点
、
青
銅
・
鉄
製
品
一
八

点
、
木
製
品
九
点
、
土
製
品
二
点
、
石
製
品

一
点
の
合
計
一二
O
、
七

O
一

占
川
に
の
ぼ
る
。

陶
磁
器
は
、
新
安
沖
発
見
の
そ
れ
を
凌
ぐ
莫
大
な
数
量
に
達
っ
し
た
。

陶
磁
器
は
大
部
分
が
青
磁
で
あ
り
、
ほ
か
に
は
わ
ず
か
に
雑
軸
と
呼
ば
れ

る
黒
褐
柚
陶
器
二
六
点
と
、
灰
青
色
硬
質
土
器
大
壷
・
土
器
瓶
各
一
点
を

含
む
程
度
で
あ
る
。
青
磁
は
ほ
と
ん
ど
無
文
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
梅
瓶
と

長
鼓
十
数
点
は
鉄
絵
で
あ
り
、
ま
た
、
陰
刻
線
文
・
陽
刻
蓮
弁
文
も
若
干

見
ら
れ
る
。
青
磁
は
、
碗
・
皿
・
担
類
で
三
万
数
百
点
を
占
め
、
そ
の
ほ

か
は
広
口
瓶

一
O
三
点
を
除
く
と
、
梅
瓶
・
長
鼓
・
壷
・
一
崩
壷
・
大
鉢
・

油
瓶
・
輩
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
十
数
点
か
ら
数
点
ほ
ど
で
あ
る
。
黒
褐
軸
陶

五
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五

器
に
は
、
大
・
中
・
小
の
壷
、
一
崩
壷
、
鉢
が
あ
る
。

金
属
製
品
に
は
、
青
銅
製
の
匙
・
鐙
・
鉢
類
と
鉄
製
の
釜
が
あ
り
、
そ
し
て
、
木
製
品
と
し
て
木
工
具
類
や
石
製
品
に
は
砥
石
が

あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ト
チ
ン
や
匝
鉢
な
ど
の
窯
道
具
も
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
物
の
年
代
に
関
し
て
は
、
陶
磁
器
に
お
け
る
器
形
・
文
様
・
顔
料
・
紬
色
・
胎
土
・
高
台
の
処
理
・
矯
造
手
法
な
ど

の
諸
特
徴
か
ら
、
一
一
世
紀
中
・
後
半
ご
ろ
の
文
宗
年
間
（
一

O
四
七

i
一
O
八
二
〉
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の

は
、
沈
没
船
の
位
置
か
ら
西
北
方
に
六

0
キ
ロ
付
近
に
当
る
、
全
羅
南
道
海
南
郡
の
珍
山
里
一
帯
の
海
岸
部
に
六
キ
ロ
に
わ
た
っ
て

二
O
基
以
上
に
達
っ
す
る
大
規
模
な
青
磁
窯
跡
が
知
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
部
の
窯
跡
は
発
掘
さ
れ
た
が
、
こ
の
付
近
で
の

採
集
陶
磁
器
片
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
こ
の
製
品
は
莞
島
沖
発
見
の
陶
磁
器
と
種
々
の
点
で
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
莞
島

沖
発
見
の
陶
磁
器
は
、
珍
山
里
一
帯
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
陶
磁
器
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
き
た
全
羅
北
道
扶
安
郡
保
安
面
や
全
羅
南
道
康
津
郡
大
口
面
な
ど
で
の
製
品
と
は
、
異
な
る
諸
特
色
を
示
す
と
い
わ
れ
る
。
扶

安
や
康
津
の
青
磁
が
開
城
を
中
心
と
す
る
王
室
用
の
高
級
品
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
莞
島
沖
発
見
の
も
の
に
は
、
鉄
絵
青
磁
の
長
鼓

や
梅
瓶
に
名
品
も
若
干
含
ま
れ
る
が
、
大
部
分
は
碗
を
主
と
し
た
、
い
わ
ば
日
常
生
活
用
の
青
磁
が
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
需

要
層
と
し
て
は
、
済
州
島
を
は
じ
め
と
す
る
南
海
岸
一
帯
と
洛
東
江
周
辺
の
地
方
官
庁
、
土
豪
お
よ
び
寺
剃
の
生
活
用
の
供
給
品
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、
莞
島
沖
発
見
の
木
造
船
は
、
復
元
す
る
と
、
長
さ
一
五

1
二
0
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
・

五
i
四
・
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
に
二
・
三

i
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
五

O
i六
0
ト
ン
に
な
る
、
高
麗
初
期
の
沿
岸
部
運
航
用
の
小
形

船
で
あ
る
。

最
近
で
は
、
全
羅
南
道
務
安
郡
の
道
里
浦
で
も
、
一
回
世
紀
後
半
ご
ろ
の
象
阪
青
磁
が
数
十
点
引
き
揚
げ
ら
れ
た
り
、
慶
尚
南
道

鎮
海
市
の
熊
川
で
海
底
追
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
る
な
ど
、
水
中
考
古
学
の
地
道
な
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
熊
川
は
、
一
回
二
六
年
（
応

永
三
三
）
に
、
日
本
船
の
停
泊
地
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
三
浦
が
認
め
ら
れ
、
倭
館
が
置
か
れ
た
三
浦
の
一
つ
麓
浦
の
場
所
で
あ
る
。



そ
も
そ
も
三
浦
が
認
め
ら
れ
た
の
は
激
増
す
る
倭
窓
に
対
応
す
る
処
置
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
熊
川
に
近
い
馬
山
市
に

は
、
合
浦
城
跡
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
城
は
、
高
麗
末
期
に
倭
冠
に
備
え
て
築
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
元
窟
の
折
に
は
、

こ
こ
が
日
本
遠
征
の
拠
点
の
一
っ
と
も
な
っ
た
。
そ
の
合
浦
城
跡
に
対
す
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
元
窓
と
高
麗
の
関
係
に
つ

い
て
も
、
考
古
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
高
麗
時
代
を
め
ぐ
る
考
古
学
に
関
し
て
、
九
項
目
を
取
り
上
げ
て
、
調
査
・
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
、
ま
た
、
問
題
点
を

指
摘
し
た
。
こ
ん
ご
の
さ
ら
な
る
展
開
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
こ
九
九
八
年
一
一
月
三

O
日）。

〔注〕
（l
）
西
谷
正
、
一
九
七
五
「
一
九
七
一
年
に
お
け
る
朝
鮮
考
古
学
の
成
果
と
課
題
」
『
朝
鮮
考
古
学
年
報
』
〈
O
F
N
、
東
京
。
西
谷
正
、
一
九
八
八
「
朝
鮮
考

古
学
研
究
メ
モ
日
｜
高
麗
の
遺
跡
と
造
物
」
『
同
朋
』
一
一
七
号
、
京
都
。

（2
）
李
弘
植
編
、
一
九
七
七
『
完
霊
国
史
大
辞
典
』
大
栄
出
版
社
、
ソ
ウ
ル
。

（3
）
チ
ョ
ン
・
リ
ヨ
ン
チ
ョ
ル
、
一
九
八

O
「
高
麗
の
首
都
開
城
城
に
つ
い
て
の
研
究
（
1
）（
2
）
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八

O
年
第
二
・
三
号
、
ピ
ョ
ン
ヤ

ン
。
水
谷
昌
義
訳
、
一
九
八
五
「
高
麗
の
首
都
開
城
城
に
つ
い
て
の
研
究
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
二
七
輯
、
天
理
。

（4
）
細
野
渉
、
一
九
九
八
「
高
麗
時
代
の
開
城
｜
羅
域
城
門
の
比
定
を
中
心
と
す
る
復
元
試
案
｜
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
二
ハ
六
輯
。

（5
）
開
城
博
物
館
、
一
九
八
六
「
開
城
満
月
台
の
池
と
地
下
下
水
道
施
設
物
に
対
す
る
調
査
発
掘
報
告
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
六
年
第
三
号
、
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
。

〈

6
）
チ
ョ
ン
・
チ
ャ
ン
ヨ
ン
、
一
九
八
九
「
満
月
台
遺
跡
に
つ
い
て
（
一
）
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
九
年
第
一
号
。
チ
ャ
ン
・
サ
ン
リ
ョ
ル
、
一
九
八

九
「
満
月
台
会
鹿
殿
建
築
群
に
使
っ
た
尺
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
九
年
第
三
号
。

（7
）
水
谷
国
義
編
訳
、
一
九
八
四
「
一
品
麗
仏
日
寺
の
調
査
・
研
究
1
近
年
の
共
和
国
の
研
究
報
告
か
ら

l
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
一
一
一
一
一
輯
。

（8
）
チ
ョ
ン
・
リ
ヨ
ン
チ
ョ
ル
、
一
九
七
九
「
開
城
の
大
興
山
城
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
七
九
年
第
四
号
。

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
五
三



高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
五
四

（9
）
今
西
龍
、
一
九
二
ハ
「
高
麗
諸
陵
墓
調
査
報
告
書
」
『
朝
鮮
総
督
府
大
正
五
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
。

（
凶
）
金
鍾
婦
、
一
九
八
六
「
開
城
一
帯
の
高
麗
王
陵
発
掘
報
告
（
一
）
（
一
一
）
」
「
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
六
年
第
一
・
一
一
号
。
ワ
ン
・
ソ
ン
ス
、
一
九
九
O

「
開
城
一
帯
高
麗
王
陵
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九

O
年
第
二
号
。

（U
）
申
絃
東
、
一
九
九
四
「
朝
鮮
に
お
け
る
最
近
の
考
古
学
事
情
」
『
東
ア
ジ
ア
の
社
会
と
経
済
｜
九
三
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

l
』
大
阪
経
済
法

科
大
学
出
版
部
、
八
尾
。

（
ロ
）
金
鍾
織
、
一
九
八
六
「
開
城
一
帯
の
高
麗
王
陵
発
掘
報
告
〈
一
）
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
六
年
第
一
号
。

〈
悶
〉
文
明
大
、
一
九
七
七
「
禅
源
寺
祉
実
測
調
査
慨
要
」
『
江
華
島
学
術
調
査
報
告
書
』
第
一
冊
、
ソ
ウ
ル
。

（
M
）
僅
盛
洛
、
一
九
九

O
『
珍
島
龍
蔵
城
跡
』
『
木
浦
大
学
校
博
物
館
学
術
叢
書
』
第
一
八
冊
、
木
浦
。

（
時
）
宋
錫
範
、
一
九
七
三
「
古
蹴
篇
｜
域
社
」
『
済
州
道
文
化
財
及
遺
蹟
綜
合
調
査
報
告
書
』
済
州
。

（
凶
）
関
野
雄
、
一
九
三
八
「
済
州
島
に
於
け
る
迫
蹟
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
八
巻
第
一

O
号
、
東
京
。

（
口
）
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
七
『
文
化
迫
蹟
総
覧
〈
下
巻
〉
』
ソ
ウ
ル
。

（
凶
）
釜
山
広
域
市
立
博
物
館
、
一
九
九
五
『
東
平
域
社
発
掘
調
査
指
導
委
員
会
資
料
』
釜
山
。

（
叩
）
キ
ム
・
ミ
ョ
ン
チ
ョ
ル
、
一
九
九
一
「
高
麗
土
城
の
築
造
形
式
と
方
法
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
一
年
第
一
号
。

〈
却
〉
池
内
宏
、
一
九
二
二
『
成
鏡
南
道
威
興
郡
に
於
け
る
高
麗
時
代
の
古
域
社
附
定
平
郡
の
長
城
』
『
朝
鮮
総
督
府
大
正
八
年
度
古
蹟
調
査
報
告
』
第
一

冊
、
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
。

（
剖
）
チ
ェ
・
ヒ
リ
ム
「
千
里
長
城
の
築
造
経
緯
と
そ
の
位
置
に
つ
い
て
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
三
年
第
四
号
。

（
n）
孫
永
錨
、
一
九
八
七
「
大
寧
江
畔
の
古
長
城
に
つ
い
て
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
七
年
第
二
号
。
「
大
寧
江
長
城
調
査
報
告
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八

七
年
第
二
号
。

（
m）
国
立
扶
余
博
物
館
、
一
九
九
七
『
静
川
長
巌
鎮
城
』
『
国
立
扶
余
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
』
第
五
冊
、
扶
余
。

（M
）
チ
品
・
ヒ
リ
ム
、
一
九
八
二
「
興
化
鎮
城
の
位
置
と
築
造
形
式
お
よ
び
時
期
に
つ
い
て
の
研
究
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
二
年
第
四
号
。

〈
お
）
チ
ャ
ン
・
サ
ン
リ
ョ
ル
、
一
九
八
五
「
高
原
陰
守
鎖
城
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
五
年
第
三
号
。

（
部
）
チ
ャ
ン
・
サ
ン
リ
ヨ
ル
、
一
九
八
五
「
調
仙
関
門
の
建
築
年
代
と
形
式
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
五
年
第
二
号
。

（
幻
）
リ
・
ヂ
ョ
ン
ソ
ン
、
一
九
八
五
「
高
麗
時
期
の
峰
縫
に
つ
い
て
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
五
年
第
四
号
。



（
銘
）
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
九
『
中
原
郡
弥
勅
里
石
窟
実
測
調
査
報
告
書
』
ソ
ウ
ル
。

（
却
）
李
東
説
、
一
九
七
八
『
弥
紡
里
寺
祉
発
掘
調
査
報
告
書
』
『
消
州
大
学
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
二
問
、
消
州
。
金
栄
振
、
一
九
七
九
『
弥
勅
盟
寺

社
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
清
州
。
秦
弘
費
、
一
九
八
二
『
弥
勅
里
寺
祉
三
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
ソ
ウ
ル
。
金
栄
振
・
朴
相
伯
・
金
目
合
・
一
九
九
二

『
中
原
弥
肋
里
寺
祉

l
凹
次
発
掘
調
査
報
告
書

l
』
『
消
州
大
学
校
博
物
館
遺
蹟
調
査
報
告
書
』
第
一
一
冊
、
情
州
。

（
却
）
檀
国
大
学
校
中
央
博
物
館
、
一
九
八
九
『
陳
回
寺
桂
発
掘
報
告
書
』
『
祖
国
大
学
校
中
央
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
一
一
一
冊
、
ソ
ウ
ル
。

（
剖
）
芦
徳
香
・
郭
長
根
、
一
九
八
六
『
高
福
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
州
。

（
詑
）
麟
蹄
郡
、
一
九
八
五
『
寒
渓
寺
』
麟
蹄
。

（
犯
）
東
国
大
学
校
鹿
州
キ
ャ
ン
パ
ス
博
物
館
、
一
九
九
四
『
錫
杖
寺
祉
』
『
東
国
大
学
校
慶
州
キ
ャ
ン
パ
ス
博
物
館
』
第
四
冊
、
鹿
州
。

（
制
〉
芦
容
鋪
・
佳
免
先
・
金
盛
和
、
一
九
九
三
『
華
山
鱗
角
寺
M

『
鹿
北
大
学
校
博
物
館
叢
脅
』
二
二
、
大
郎
。

（
お
）
沈
奉
謹
、
一
九
八
五
『
蔚
州
澗
月
寺
祉
I
』
『
東
亜
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
一

O
冊
、
釜
山
。

（
お
）
沈
奉
謹
、
一
九
八
五
『
陳
川
霊
巌
寺
祉
I
』
『
東
亜
大
学
校
博
物
館
古
蹟
調
査
報
告
書
』
第
二
冊
、
釜
山
。

（
幻
）
国
立
晋
州
博
物
館
、
一
九
八
六
『
陳
川
竹
竹
里
廃
寺
枇
』
『
国
立
普
州
博
物
館
遺
蹟
調
査
報
告
書
』
第
一
冊
、
晋
州
。

（
泊
）
安
春
培
、
一
九
八
六
『
居
昌
壬
備
里
天
徳
寺
祉
』
『
釜
山
女
子
大
学
博
物
館
迫
蹟
調
査
報
告
』
第
二
輯
、
釜
山
。

（
ぬ
）
釜
山
直
轄
市
立
博
物
館
、
一
九
九
三
『
釜
山
高
徳
寺
枇
』
『
釜
山
直
幡
市
立
博
物
館
、
遺
脱
調
査
報
告
書
』
第
七
冊
、
釜
山
。

（
却
）
興
徳
寺
社
発
掘
調
査
団
、
一
九
八
六
『
清
州
輿
徳
寺
祉
発
掘
調
査
報
告
書
』
清
州
。

（
包
李
康
承
、
一
九
九
三
『
閲
泰
寺
I
』
『
中
首
大
学
校
博
物
館
叢
芝
第
八
輯
、
大
問
。
中
筒
大
学
校
博
物
館
、
一
九
八
六
『
開
泰
寺
三
尊
石
仏
殿
創
建
基

壇
調
査
報
告
』
大
因
。

（
位
）
徐
聾
勲
・
柳
麻
理
、
一
九
八
三
『
元
暁
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』
光
州
。

（
相
）
全
南
大
学
校
博
物
館
、
一
九
八
四
『
雲
住
寺
』
。
問
、
一
九
八
八
『
雲
住
寺
』
二
。
問
、
一
九
九
O
『
雲
住
寺
』
一
ニ
。
岡
、
一
九
九
一
『
雲
住
寺
総
合
学

術
調
査
』
光
州
。

〈
制
）
木
浦
大
学
校
博
物
館
、
一
九
九
五
『
月
南
寺
社
』
『
木
浦
大
学
校
博
物
館
学
術
叢
書
』
第
三
六
冊
、
務
安
。

（
必
）
斎
藤
忠
、
一
九
九
七
「
高
麗
寺
院
史
料
集
成
』
第
一
書
房
、
東
京
。

（M
W
）
崖
免
先
、
一
九
九
三
『
平
瓦
製
作
法
の
変
遷
に
つ
い
て
の
研
究
』
鹿
北
大
学
校
大
学
院
文
学
碩
士
学
位
請
求
論
文
、
大
郎
。
清
水
信
行
、
一
九
九
八
「
韓

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
五
五



高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
五
六

国
論
山
郡
閲
泰
寺
出
土
軒
平
瓦
の
製
作
技
法
に
つ
い
て
」
『
青
山
史
学
』
第
一
六
号
、
東
京
。

（
訂
）
清
水
信
行
、
一
九
九
八
「
韓
国
論
山
郡
開
泰
寺
出
土
銘
文
瓦
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
日
本
考
古
学
』
第
五
号
、
東
京
。

（
必
）
徐
五
善
、
一
九
八
五
『
斡
国
平
瓦
紋
様
の
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
の
研
究
』
中
担
問
大
学
校
大
学
院
文
学
碩
士
学
位
諦
求
論
文
、
大
問
。
朴
銀
卿
、
一
九

八
九
「
高
麗
瓦
当
文
様
編
年
研
究
」
『
考
古
歴
史
学
志
』
第
四
輯
、
釜
山
。

（
綿
）
予
容
錦
、
一
九
八
六
『
大
郎
龍
水
洞
瓦
窯
祉
調
査
報
告
書
』
大
郎
。

（
印
）
国
立
鹿
州
博
物
館
、
一
九
九
三
『
鹿
州
東
方
洞
瓦
窯
祉
』
慶
州
。

（
日
〉
林
永
珍
、
一
九
八
九
・
一
九
九
O
『
武
珍
古
城
I
・
E
』
光
州
。

（
臼
）
吉
井
秀
夫
、
一
九
九
七
「
文
字
瓦
か
ら
み
た
高
麗
時
代
に
お
け
る
瓦
生
産
体
制
｜
武
珍
古
城
出
土
瓦
を
中
心
に

l
『
朝
鮮
史
研
究
会
会
報
』
第
一
一
一
八

号
、
東
京
・
大
阪
。

（
臼
）
上
原
真
人
、
一
九
八
O
「
十
一
・
十
二
世
紀
の
瓦
当
文
織
の
源
流
（
上
）
（
下
）
」
『
古
代
文
化
』
第
三
二
巻
第
五
・
六
号
、
京
都
。

（
刷
出
）
西
谷
正
、
一
九
八
一
「
高
麗
・
朝
鮮
両
王
朝
と
琉
球
の
交
流
ー
そ
の
考
古
学
的
研
究
序
説
｜
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
二
六
号
、
福
岡
。
下
地

安
広
、
一
九
九
七
「
朝
鮮
と
琉
球
」
『
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
』
第
一

O
巻
対
外
交
渉
、
東
京
。

（
臼
）
坪
井
良
平
、
一
九
七
四
『
朝
鮮
錨
』
角
川
書
店
、
東
京
。
牒
永
夏
、
一
九
九
一
『
韓
国
の
鏑
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
。
ソ
ウ
ル
。
キ
ム
・
ヨ
ン
ヂ
ン
、

一
九
八
九
「
朝
鮮
中
世
錨
の
変
遷
と
特
徴
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
九
年
第
四
号
。

（
鴎
）
沈
奉
謹
、
一
九
八
六
「
高
麗
青
銅
飯
子
研
究
」
『
考
古
歴
史
学
志
』
第
二
輯
、
釜
山
。

（
幻
）
チ
ョ
・
テ
イ
ル
、
一
九
八
九
「
高
麗
の
金
属
工
芸
発
展
と
装
飾
技
法
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
八
九
年
第
一
号
。

（
鴎
）
李
蘭
嘆
、
一
九
八
三
『
韓
国
の
銅
鏡
』
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
、
城
南
。

（
回
〉
越
由
典
、
一
九
八
一
「
感
恩
寺
枇
発
鍋
調
査
概
要
」
『
古
文
化
』
第
一
九
輯
、
ソ
ウ
ル
。

〈
印
）
朴
銀
卿
、
一
九
八
七
「
統
一
新
羅
・
高
麗
銅
錨
の
撞
座
と
上
・
下
帯
文
様
に
関
す
る
研
究
」
『
考
古
歴
史
学
志
』
第
三
輯
。

（
剖
）
芦
武
柄
、
一
九
七
五
「
韓
国
基
制
の
変
遷
」
『
忠
南
大
学
校
人
文
科
学
論
文
集
』
第
二
巻
第
二
号
、
大
因
。

（
位
）
金
錨
婦
、
一
九
八
六
「
前
掲
論
文
」
。

（
臼
）
文
化
財
管
理
局
、
一
九
七
四
『
居
昌
屯
馬
里
壁
画
古
墳
及
灰
榔
基
発
掘
調
査
報
告
』
ソ
ウ
ル
。

（
制
）
任
世
権
、
一
九
八
一
『
西
三
洞
壁
画
古
墳
』
『
安
東
大
学
博
物
館
叢
書
』
一
、
安
束
。



（
侃
）
義
仁
求
、
一
九
七
五
「
扶
余
地
方
の
高
麗
古
墳
と
出
土
追
物
」
『
湖
南
文
化
研
究
』
第
七
輯
、
光
州
。

（
飴
）
リ
・
チ
ャ
ン
オ
ン
、
一
九
九
一
「
高
麗
時
期
墳
墓
の
淵
源
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
一
年
第
二
号
。

（
釘
〉
リ
・
チ
ャ
ン
オ
ン
、
一
九
九
O
「
高
麗
石
室
墳
の
諸
問
題
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
O
年
第
三
号
。

（
侃
）
キ
ム
・
イ
ン
チ
ョ
ル
、
一
九
九
七
「
高
麗
石
榔
墳
の
類
型
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
七
年
第
三
号
。
崖
完
室
、
一
九
九
七

「
百
済
地
境
横
口
式
石
榔
墳
研
究
」
『
百
済
研
究
』
第
二
七
輔
、
大
問
。

（
印
）
鄭
吉
子
、
一
九
八
三
「
高
麗
時
代
火
葬
に
つ
い
て
の
研
究
」
『
釜
山
史
学
』
第
七
輯
、
釜
山
。

（
市
）
邸
吉
子
、
一
九
八
五
「
高
麗
貴
族
の
組
立
式
石
棺
と
そ
の
線
刻
画
研
究
」
『
歴
史
学
報
』
第
一

O
八
輔
、
ソ
ウ
ル
。

（
n）
金
龍
善
、
一
九
七
九
「
金
伸
文
墓
誌
銘
」
『
美
術
資
料
』
第
二
四
号
、
ソ
ウ
ル
。

（
η
）
今
西
龍
、
一
九
二
ハ
「
前
掲
報
告
書
」
。

（
何
日
）
申
鍾
焼
、
一
九
九
八
「
消
州
明
岩
洞
収
拾
発
掘
調
査
概
要
」
『
博
物
館
新
聞
』
第
三
二
五
号
、
ソ
ウ
ル
。

（
百
）
国
立
全
州
博
物
館
、
一
九
九
四
『
扶
安
竹
世
帯
洞
祭
記
迫
蹴
』
『
国
立
全
州
博
物
館
学
術
調
査
報
告
書
』
第
一
輯
、
全
州
。

（
布
）
山
内
晋
次
、
一
九
九
八
「
航
海
と
祈
り
の
諸
相
｜
日
宋
関
係
史
研
究
の
一
働
と
し
て

l
」
『
古
代
文
化
』
第
五
O
巻
第
九
号
、
京
都
。

（
河
）
木
浦
大
学
校
博
物
館
・
霊
巌
郡
、
一
九
九
六
『
霊
巌
月
出
山
祭
記
追
跡
』
『
木
浦
大
学
校
博
物
館
学
術
叢
書
』
第
三
九
冊
、
務
安
。

（
π）
海
剛
陶
磁
美
術
館
、
一
九
九
二
『
康
俸
の
青
磁
窯
枇
』
（
『
鹿
海
青
磁
窯
枇
地
表
調
査
報
告
書
』
第
一
巻
。
）
『
海
剛
陶
磁
美
術
館
叢
書
』
第
三
冊
、
利
川
。

（
花
）
伊
藤
郁
太
郎
、
一
九
九
一
「
高
麗
青
磁
の
諸
問
題
」
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
二
九
集
、
東
京
。

（
河
）
芦
龍
二
、
一
九
八
六
「
高
臨
陶
磁
窯
跡
の
研
究
」
『
考
古
美
術
』
一
七
一
・
一
七
二
、
ソ
ウ
ル
。

（
印
）
寵
盛
洛
・
崖
健
、
一
九
九
二
『
海
南
珍
山
里
緑
青
磁
窯
枇
』
『
木
浦
大
学
校
博
物
館
学
術
叢
書
』
第
二
七
冊
、
務
安
。

〈
剖
）
文
化
財
管
理
局
、
一
九
八
五
『
措
置
何
海
底
追
物
（
発
掘
報
告
書
）
』
ソ
ウ
ル
。

（
舵
）
鄭
明
鏑
・
芦
龍
二
、
一
九
八
五
『
高
敵
雅
山
ダ
ム
水
没
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
』
裡
里
。

（
閃
）
釜
山
広
域
市
立
博
物
館
、
一
九
九
五
『
前
掲
資
料
』
。

（
創
的
）
キ
ム
・
ヨ
ン
ヂ
ン
、
一
九
九
一
「
黄
海
南
道
鳳
川
郡
円
山
里
背
磁
器
窯
跡
発
掘
簡
略
報
告
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
一
年
第
二
号
。
キ
ム
・
ヨ
ン
ヂ

ン
、
一
九
九
一
「
朝
鮮
磁
器
生
産
の
始
源
問
題
に
つ
い
て
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
一
年
第
四
号
。
キ
ム
・
ヨ
ン
ヂ
ン
、
一
九
九
二
「
朝
鮮
初
期
磁
器

相
に
関
す
る
研
究
（
一
）
」
『
朝
鮮
考
古
研
究
』
一
九
九
二
年
第
二
号
。

高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
五
七



高
麗
考
古
学
の
諸
問
題

一
五
八

（
邸
〉
海
開
陶
磁
美
術
館
、
一
九
九
八
「
始
興
市
芳
山
洞
青
磁
白
磁
窯
跡
発
掘
調
査
概
要
」
『
博
物
館
新
聞
』
第
三
二
六
号
。

（
部
）
李
錨
宣
・
金
載
悦
・
朴
淳
発
、
一
九
八
七
『
龍
仁
西
里
高
麗
白
磁
窯
発
掴
調
査
報
告
書
I
』
『
湖
巌
美
術
館
研
究
叢
書
』
第
一
輯
、
龍
仁
。

（
釘
）
鄭
明
錨
、
一
九
八
六
「
高
麗
時
代
の
土
器
」
『
考
古
美
術
』
一
七
一
二
七
二
。

（
邸
〉
金
英
媛
、
一
九
八
六
「
高
盟
磁
器
と
中
国
磁
器
の
比
較
研
究
↓
同
臨
時
代
純
青
磁
と
中
国
陶
磁
の
比
較
｜
」
『
考
古
美
術
』
一
七
一
・
一
七
二
。
片
山
ま

び
、
一
九
九
八
「
陶
磁
器
か
ら
見
た
臨
元
関
係
」
『
高
麗
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
京
都
。

（
的
）
崖
淳
雨
、
一
九
七
七
「
韓
国
出
土
の
宋
代
陶
磁
」
『
世
界
陶
磁
全
集
』
第
一
一
一
巻
、
東
京
。
三
上
次
男
、
一
九
七
八
「
朝
鮮
半
島
出
土
の
中
国
底
代
陶
磁

と
そ
の
史
的
意
義
」
『
朝
鮮
学
報
』
第
八
七
輯
。

（
叩
）
熊
海
堂
、
一
九
九
二
「
朝
鮮
半
島
陶
蛮
技
術
対
外
交
流
史
的
比
較
研
究
」
『
考
古
歴
史
学
志
』
第
八
輯
。

（
剖
）
陸
明
華
、
一
九
八
八
「
略
談
上
海
博
物
館
所
蔵
高
麗
資
」
『
文
物
』
一
九
八
八
年
第
六
期
、
北
京
。

（
舵
）
西
谷
正
、
一
九
八
五
「
新
安
海
底
発
見
の
木
簡
に
つ
い
て
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
三

O
号
、
福
岡
。

（
伺
）
西
谷
正
、
一
九
八
三
「
九
州
・
沖
縄
出
土
の
朝
鮮
産
陶
磁
器
に
関
す
る
予
察
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
二
八
号
。
西
谷
正
、
一
九
八
七
「
日
本

で
出
土
し
た
高
麗
青
磁
と
中
国
陶
磁
」
『
韓
国
美
術
』
第
二
巻
、
東
京
。
西
谷
正
、
一
九
九
四
「
日
本
出
土
の
朝
鮮
陶
磁
l
高
麗
背
磁
を
中
心
と
し
て
｜
」

『
東
洋
陶
磁
』
第
二
二
号
、
東
京
。
西
谷
正
、
一
九
九
六
「
韓
国
陶
磁
と
日
本
の
交
流
諸
問
題
」
『
東
洋
陶
磁
』
第
二
五
号
。

（
似
）
チ
ョ
ン
・
チ
ャ
ン
ヨ
ン
、
一
九
八
三
「
照
川
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
西
門
洞
遺
跡
」
『
歴
史
科
学
』
一
九
八
三
年
第
四
号
。

（
筋
）
西
谷
正
、
一
九
八
五
「
前
掲
論
文
句
西
谷
正
、
一
九
八
六
「
新
安
海
底
発
見
の
木
簡
に
つ
い
て
（
続
）
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
一
三
号
。
西

谷
正
、
一
九
九

O
「
新
安
沖
の
海
底
追
物
」
『
古
代
史
復
元
叩
古
代
か
ら
中
世
へ
』
東
京
。
山
本
信
夫
、
一
九
九
七
「
新
安
海
底
造
物
」
『
考
古
学
に

よ
る
日
本
歴
史
』
第
一

O
巻
対
外
交
渉
、
東
京
。
西
谷
正
、
一
九
九
八
「
新
安
沖
沈
没
船
の
性
格
を
考
え
る
」
『
古
代
探
求
森
浩
一
七
O
の
疑
問
』
東

古小。

（
鉛
）
西
谷
正
、
一
九
九
二
「
高
麗
の
双
鳳
文
柄
鏡
に
つ
い
て
」
『
郵
政
考
古
紀
要
』
通
巻
一
九
問
。

（
釘
）
文
化
財
管
理
局
、
一
九
八
五
『
前
掲
書
』
。

（
拘
）
国
立
海
洋
造
物
展
示
館
、
一
九
九
五
『
務
安
道
里
浦
海
底
追
物
』
（
開
館
一
周
年
記
念
特
別
展
図
録
）
木
浦
。

（
卯
）
東
亜
大
学
校
博
物
館
、
一
九
九
一
『
馬
山
合
浦
城
祉
基
礎
調
査
報
告
書
』
釜
山
。




